

低軌道におけるProject Kuiperの光メッシュネットワーク
https://www.youtube.com/watch?v=ZsUDWXI5KbM 


0:05 [スピーカー1] - OISL、こちらフライトです。

0:06 [スピーカー2] - フライト、了解です。

0:08 [スピーカー1] - 通信を許可します。

0:10 [スピーカー3] - 光衛星間通信リンク、つまりKuiper衛星間をレーザーで接続するリンクで、空にネットワークメッシュを構築します。これにより、世界中のお客様が高速かつ最小限の遅延で接続することができるようになります。

0:28 [スピーカー2] - 本日の目標は、約1,000キロメートル離れた2基のプロトフライト衛星間でレーザー通信リンクを確立することです。データ転送速度は毎秒100ギガビットです。

0:36 [スピーカー3] - 光リンクの実現は非常に難しく、1つの衛星から数千km離れたパートナー衛星にレーザービームを正確に向ける必要があるためです。衛星同士は秒速7kmで移動しながら、信号を捕捉し互いを追尾しなければなりません。

0:55 [スピーカー4] - パートナー衛星が通信範囲内に入りました。レーザーポインティングシーケンスを開始します。 

0:59 [スピーカー5] - 衛星が捕捉プロセスを開始しました。 トラッカーが位置センサーで強い信号を検出しています。

1:05 [スピーカー3] 優秀なチームが宇宙空間でのポインティング誤差を補正する方法を開発しました。また、地上でシステムの広範なテストも実施しました。これらすべてが、プロトフライトでの成功につながりました。

1:21 [スピーカー6] 両衛星の光軸が一致して、追尾状態にあります。双方向でデータ通信が行われています。

1:26 [スピーカー3] - プロトフライトでは2機の衛星間のみの光リンクでしたが、Kuiper衛星のコンステレーションが実現すれば、数千機の衛星が空にメッシュネットワークを構築します。

1:38 [スピーカー7] - 両衛星は現在、最初の周回を完了しつつあり、双方向で毎秒100ギガビットのエラーフリー通信を維持しています。両レーザーターミナルの送受信パワーレベルは安定しており、正常値です。  

1:53 [スピーカー3] - OISLネットワークにより、地上を経由せずに世界のある地点から別の地点へデータを転送できます。OISLはKuiperの初期段階から搭載されます。

2:04 [スピーカー2] - フライト、おめでとうございます。こちらOISLです。毎秒100ギガビットでの光通信リンクの確立に再び成功しました。
